
担

当

課

（

室

）

 

目
　

　

　

次

 

発

行
　

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目
　

　

　

次

 
 

【

告
　

　

　

示

】

 
 

◯
　

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

地

域

医

療

推

進

課

 
 

◯
　

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

 
 

【

公
　

　

　

告

】
 

 

◯
　

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

 
 

◯
　

落

札

者

等

の

決

定

用

度

課

 

◯
　

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
□ 

令
和
八
年
七
月
十
四
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

こ
た
か
ク
リ
ニ
□
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
市
鶴
形
一―

三―

三 

鶴
形
フ
□
□
シ
□
ズ
ン
ビ
ル
二
階 

 
 
 

令
和
八
年
六
月
一
日 

島
村
薬
局 

小
田
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
五
五
二
六―

一 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
八
年
六
月
一
日 

富
士
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉
敷
市
児
島
味
野
上
二―

七―

二
五 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
八
年
六
月
一
日 

こ
ん
こ
う
フ
□
□
マ
シ
□
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浅
口
市
金
光
町
占
見
新
田
七
四
〇―

二 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
八
年
六
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号 

 

土
地
収
用
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
□
以
下
□
法
□
と
い
う
□
□
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
り
□
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
四
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

井
原
市 

二 

事
業
の
種
類 

井
原
市
民
会
館
及
び
井
原
市
立
平
櫛
田
中
美
術
館
駐
車
場
敷
地
保
全
事
業 

三 

起
業
地 

１ 

収
用
の
部
分 

岡
山
県
井
原
市
井
原
町
地
内 

２ 

使
用
の
部
分 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

井
原
市
民
会
館
及
び
井
原
市
立
平
櫛
田
中
美
術
館
駐
車
場
敷
地
保
全
事
業
□
以
下
□
本
件
事
業
□

と
い
う
□
□
は
□
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
□
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
□

緑
地
□
広
場
□
運
動
場
□
墓
地
□
市
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
□
に
該
当
す
る
施
設
の

駐
車
場
を
保
全
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
□
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
□ 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
井
原
市
は
□
本
件
事
業
を
□
市
民
の
文
化
及
び
教
養
の
向
上
並
び

に
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
井
原
市
民
会
館
並
び
に
平
櫛
田
中
の
作
品
を
保
管
し
□

及
び
展
示
し
て
広
く
一
般
に
公
開
し
□
並
び
に
美
術
に
関
す
る
研
究
及
び
普
及
活
動
並
び
に
芸
術

文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
井
原
市
立
平
櫛
田
中
美
術
館
の
安
定
的
か
つ
持
続
的

な
運
営
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
位
置
付
け
て
お
り
□
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
財

源
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
□
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
□
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

⑴ 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
□
本
件
事
業
が
完
成
す
る
こ
と
で
□ 

 
 

 

井
原
市
民
会
館
及
び
井
原
市
立
平
櫛
田
中
美
術
館
□
以
下
□
二
施
設
□
と
い
う
□
□
で
共
用
し

て
い
る
駐
車
場
の
敷
地
の
う
ち
借
地
と
な
□
て
い
る
土
地
を
自
己
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
□
借

地
の
返
還
に
よ
る
駐
車
可
能
台
数
の
減
少
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
施
設
の
安
全
性
若
し
く
は

利
便
性
の
低
下
□
災
害
時
機
能
の
阻
害
又
は
周
辺
住
民
と
の
関
係
悪
化
と
い
□
た
様
々
な
懸
念

が
払
拭
さ
れ
□
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
施
設
運
営
に
相
当
の
寄
与
が
見
込
ま
れ
る
□ 

ま
た
□
本
件
事
業
の
計
画
に
お
い
て
は
□
①
二
施
設
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
□
②
幹
線
道
路

に
面
し
て
い
る
こ
と
□
③
地
域
の
生
活
及
び
農
業
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
□
④
土
地
の
有
効

活
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
並
び
に
⑤
経
済
性
に
優
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
□
複
数
の
候
補
地
に

つ
い
て
検
討
を
行
□
た
結
果
□
最
適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
□ 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
□
相
当
程
度
存
す
る
と
認
め
ら

れ
る
□ 

⑵ 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
□
本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法
□
平 

 
 

成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
□
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
□
て
い
な
い
こ
と
□

ま
た
□
本
件
事
業
に
係
る
土
地
に
は
□
保
護
の
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
重
要
な
動
植

物
及
び
文
化
財
保
護
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
□
に
定
め
る
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
□
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
□ 

令和８年７月１４日　岡山県公報　第１２８１９号



⑶ 

⑴
で
述
べ
た
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
⑵
で
述
べ
た
本
件
事
業
の
施
行
に 

よ
り
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
□
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が

失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
□
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の

要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

４ 
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
□
起
業
地
の
土
地
所
有
者
か
ら
令
和
九
年
四
月
一
日
以
降
の
借
地
契
約

を
更
新
し
な
い
意
向
が
申
し
入
れ
ら
れ
て
お
り
□
二
施
設
の
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
運
営
に
不
可

欠
な
駐
車
場
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
□
ま
た
□
二
施
設
の
う
ち
□
井
原
市
民
会
館
は
□
井

原
市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
さ
れ
て
お
り
□
住
民
等
が
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
緊
急
に
避

難
す
る
場
所
と
し
て
の
役
割
も
担
□
て
い
る
□
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
□
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行

す
る
必
要
性
は
□
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
□ 

ま
た
□
本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
□
全
て
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
□
収
用
の
範
囲
は
□
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
□
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
□ 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
は
□
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
□

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

５ 

結
論 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
□
本
件
事
業
は
□
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
□ 

以
上
に
よ
り
□
本
件
事
業
に
つ
い
て
□
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
□ 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

井
原
市
役
所
総
務
部
総
務
課 
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□
二
九
四
□
建
築
基
準
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
□
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
□
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
□ 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
□
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
□
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
中
局

建
第
六
七
号 

令
和
八
年
七
月
三
日 

番

号 

指

定

年

月

日 
浅
口
郡
里
庄
町
大
字
里
見
字
山
下
九
七

八
番
一  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道

路

の

位

置 

五
・
〇
〇 

 

道
路
の
幅
員 

(

メ
□
ト
ル) 

三
四
・
九
〇  

 
 

 
 

  

道
路
の
延
長 

(

メ
□
ト
ル) 
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□
二
九
五
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
四
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量 

ノ
□
ト
型
パ
□
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
□
□
タ
□
知
事
部
局
□
本
庁
分
□
□ 

三
一
二
式 

二 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

岡
山
県
出
納
局
用
度
課 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

三 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日 

四 

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

リ
コ
□
ジ
□
パ
ン
株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
サ
□
ビ
ス
営
業
本
部 

岡
山
支
社 

岡
山
第
二
営
業

部 
 岡

山
市
北
区
下
中
野
二
三
六
番
地
の
六 

五 

落
札
金
額 

五
七
□
一
六
四
□
八
〇
〇
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
五
□
一
九
六
□
八
〇
〇
円
□ 

六 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

一
般
競
争
入
札 

七 

入
札
公
告
日 

令
和
八
年
五
月
十
二
日 
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□
二
九
六
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
□ 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
四
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量 

ノ
□
ト
型
パ
□
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
□
□
タ
□
知
事
部
局
□
県
民
局
及
び
地
域
事
務
所
分
□
□ 

二
三
三
式 

二 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

岡
山
県
出
納
局
用
度
課 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

三 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日 

四 

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社 

岡
山
市
北
区
下
中
野
七
〇
八
番
地
一
〇
七
号 

五 

落
札
金
額 

四
一
□
七
八
三
□
一
二
六
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
□
七
九
八
□
四
六
六
円
□ 

六 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

一
般
競
争
入
札 

七 

入
札
公
告
日 

令
和
八
年
五
月
十
二
日 
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